
各地域が多くの旅行者からデスティネーションとして選択され、再訪したくなる地へと飛躍する
ためには、地域資源の磨き上げやインフラ整備とあわ せて、マーケティングが必要不可欠な要
素である。戦略的なデータ分析・プロモーションによる地域の認知度向上及び来訪者獲得に取
り組む事例を紹介する。

5
C O N T E N T S

 マ ーケティング5-1

● 5-1-1　デジタルマーケティング活用事業 P204

● 5-2-2　秋田犬を活用した観光地域振興 P208
● 5-2-3　広域観光ルートの構築による杉原千畝氏の人道的功績の情報発信 P210

プロモ ーション5-2

● 5-2-1　海をつなぐ寄り道旅　マグ女のセイカン博覧会 P206

第五章

地域の魅力発信
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ポイント

取 組 の 概 要

課題とマネジメント体制

瀬戸内7県
兵庫・岡山・広島・
山口・徳島・香川・
愛媛

※出典：宿泊旅行統計（観光庁）　H29年は速報値

外国人延べ宿泊者数

2,908,350人

H28年

2,603,290人

H27年

3,396,560人

H29年

マーケティング

デジタルマーケティング
活用事業

　 海外市場を対象にデジタルマーケティング
技術を駆使し、プロモーションとデータ分
析を一体的に実施

● プロモーション成果を把握できる情報発
信基盤サイト「SETOUCHI REFLECTION 
TRIP」を構築

　 マーケティング・プロモーション機能とプ
ロダクト開発支援機能を有するせとうち
DMO と、域内の多様な関係者が連携した
観光地域づくり体制の推進

近年訪日外国人旅行者は増加傾向にあるが、市場ごとに特性
を分析し、それぞれの市場ごとに対策を行うことで、より効果
的に来訪につなげることが可能になる。また、デジタルマーケ
ティングは、インターネットを活用した動画再生等によるプロ

せとうちDMO の対象市場である北米・欧州では、動画配
信において約 690 万視聴を獲得しており、プロモーション
として相当の効果を得ている。また、インターネット広告
等を活用した情報発信基盤サイトへの流入策も実施。流
入や回遊の状況等を分析し、プロモーション効果を検証
している。 
さらに、デジタルマーケティングで得られたデータを基に
様々な事業を実施しているが、訪日外国人旅行者も増加
していることから瀬戸内の認知・ブランド化が進んでおり、
せとうちDMO のミッションである「瀬戸内ブランドの確
立による地方創生（地域再生と成長循環）の実現」につな
がっている。

平成 29 年度
　● 瀬戸内 7 県からの負担金
　● 社員企業からの負担金

瀬戸内における外国人旅行者の周遊促進を図るため、瀬戸内
の航路等の情報を一括収集し、定期航路及び路線バスの運行
情報について多言語発信（英語・繁体字）を行っている。また、
Googleマップにて瀬戸内を発着する一般旅客定期航路（143
航路）と、鉄道及びバスを絡めた検索サービスを実施している。

インバウンド市場は国内外で激しい競争となっているが、2019
年ラグビーＷ杯、2020 年東 京オリンピック・パラリンピック、
2021 年ワールドマスターズと世界のトップイベントの開催が予
定されており、大きな転換期を迎えている。瀬戸内における外
国人延べ宿泊者数は全国平均を上回る伸び率で増加している
が、引き続きプロモーションや滞在コンテンツの開発、受入環
境整備等を戦略的に行うことにより、瀬戸内における更なる認
知度の向上とブランド化を進め、「瀬戸内ブランドの確立によ
る地方創生（地域再生と成長循環）の実現」につなげていく。

情報発信基盤サイト
「SETOUCHI 
REFLECTION TRIP」

亀老山の夕日／
瀬戸内 Finder

海上のホテル
「guntu(ガンツウ)」／
Tetsuya Ito  Courtesy 
of Setouchi Cruise

「SETOUCHI 
REFLECTION TRIP」
ロゴ

実施主体
せとうちＤＭＯ

（一般社団法人 せとうち観光推進機構・
㈱瀬戸内ブランドコーポレーション）

一
般
社
団
法
人 

せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構

広
島
市
中
区
基
町
十
番
三
号

TEL :
U

RL :
082-836-3217
http://setouchitourism

.or.jp/ja/

成 功 要 因

取 組 の 成 果

活 用 し た 支 援 策 や 資 金 調 達 方 法

外 国 人 観 光 客 へ の 対 応 今 後 の 展 望

定　

性

定　

量

旅先の選定、情報収集、予約手配等においてインターネット
を活用することは、もはや必要不可欠である。このためせと
うちDMOでは、クルーズ・サイクリング・アート・食・宿・地域
産品といった多様な資産を海外に効果的に発信するため、
海外 DMOでマーケティング・プロモーションの主流となり
つつあるインターネットを使ったデジタルマーケティングを

瀬戸内が多くの外国人観光客が訪れる新たなディスティネー
ションエリアとなるためには、周遊の仕方や楽しみ方が十分
に認知される必要がある。人がその地を知り、旅行するまで
のフェーズを5段階で整理し、それぞれにあった情報発信
となるよう、動画の制作や情報発信基盤サイト「SETOUCHI 
REFLECTION TRIP」の構築等、様々な取組を実施した。せと

活用しながら、プロモーションとデータ分析を一体的に行っ
ている。情報発 信基盤サイト「SETOUCHI REFLECTION 
TRIP」を構築し、訴求力の高い記事や映像配信とともに宿等
の予約機能を付加するなど、旅行計画づくりを支援する仕
掛けを組み込み、認知度、来訪意向の向上はもとより、誘客
も視野に入れた情報発信に着手している。

うちDMOは、マーケティング・プロモーションを策定実行する
一般社団法人せとうち観光推進機構と、「せとうち観光活性化
ファンド」を活用してプロダクト開発支援を行う㈱瀬戸内ブラン
ドコーポレーションが、多様な関係者とともに、瀬戸内らしさ
をコンセプトにした6つのテーマを設け、エリアを横断したマー
ケティングやプロダクト開発ができるよう体制を整えている。

海上のホテル「guntu（ガンツウ）」／ Tetsuya Ito  Courtesy of Setouchi Cruise

5-1-1

訪日プロモーションの戦略的高度化

　● 観光庁の広域観光周遊ルート形成促進事業
　● 企業版ふるさと納税による企業寄附金

　● 自主事業 等

モーションと、その視聴回数や情報発信基盤サイトへの流入状
況といったマーケティング（データ分析）を並行して実施するこ
とが可能であるため、親和性の高い事業が実施できている。
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ポイント

取 組 の 概 要

課題とマネジメント体制

津軽海峡圏
（青森県及び北海道南部）

5-2-1

広域観光周遊ルートの世界水準への改善

海をつなぐ寄り道旅
マグ女のセイカン博覧会

　 北海道道南及び青森県を海でつながる1つの
エリアと見立て、同エリアの観光資源を活用し
たプログラムを取りそろえる

● その地で暮らすマグ女ならではのおもてなしと
楽しみ方を提供し、津軽海峡圏の観光商品とし
ての魅力を発信

自発的に活動したい人のアライアンスであること、自分達の活
動を通して地元で頑張っている人達が輝くことを基本としてい
ること、そして活動している自分達自身が楽しんでいることに、
地元の住民が共感してくれた。
また、北海道新幹線開業によって、青函（青森・函館）エリアに
注目が集まる絶好のタイミングを生かし、女性たちが束になっ
て本気の観光まちづくりに立ち上がったことを、地域内外に向
けて積極的にメディア発信した。常にメディアへ話題を提供し
露出を図るよう努めたことで、地元の人たちにも認知されて、
賛同者・応援者を増やしてきた。

津軽海峡を挟んだエリアが一体となって事業展開すること
で、津軽海峡圏内の心的距離が近くなっており、当会のセイ
カン博覧会も貢献していると考える。
さらに、セイカン博覧会開催をきっかけに、プログラムの新
たな展開や地域の人たちの独自の工夫など、目に見えた動き
が出てきている。
例えば、五所川原市のほろ酔い散歩が旅行商品のオプショ

【平成 28 年度開催に関して】
● 青森県東青地域県民局において、パンフレット及びチラシを制作
● 民間企業からのセイカン博覧会協賛金
※基本的には、お客様からのプログラム参加費で賄っている。

北海道新幹線の開業で、津軽海峡圏に動脈が通ったが、さらに
小さなまちむらにまで毛細血管を通そうとしている。セイカン博
の取組を積み重ね磨き上げることで、その目的を実現していき
たい。津軽海峡エリアに着地型の体験プログラムが集積するこ

平成 28 年度のセイカン博覧会前は、複数プログラム参加によ
る「周遊」をイメージしていたが、実際は単発でのプログラム参
加が多かったことから、平成 29 年度は、まずは人気の観光地
から「寄り道」してもらうことを目指し、その次のステップとして
周遊を目指すよう方針に軌道修正した。
また、プログラムのパンフレットへの掲載方法について、平成
28 年度のエリア毎から、平成 29 年度はカテゴリー別に改善
し、プログラムの魅力を端的に伝えられるようにした。

お客様への
ウエルカム機能を
意識したポスター

花しるべな会・
藤島さんと歩く
函館山さんぽ

実施主体

津 軽 海 峡マグロ女 子 会

Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㈱

下
北
郡
大
間
町
大
字
大
間
字
蛇
浦
道
十
一-

七

TEL :
U

RL :
0175-37-5073
http://m

agujyo.link/

成 功 要 因

取 組 の 成 果

活 用 し た 支 援 策 や 資 金 調 達 方 法

今 後 の 展 望

失 敗 談 と そ の 対 応

定　

性

マグ女のセイカン博覧会は、マグ女一人ひとりをパビリオン
に見立て、その地で暮らすマグ女ならではのおもてなしと
楽しみ方を提供。津軽海峡圏の観光商品としての魅力を発
信するとともに、圏域内を周遊する旅行者の増加を図るこ
とを目的として、平成 28 年度から開催している。
平成 29 年度は、5つのカテゴリー「暮らしまるごとディープ

青森県と道南地域は、縄文時代から交流があったと言わ
れており、移住者や血縁者も多く、歴史的・文化的なつな
がりが深いが、青函トンネルが開通した昭和 63 年以降も、
文化交流から経済交流へは発展しなかった。
平成 28 年 3月の北海道新幹線開業という好機を捉え、か
ねてから自分達が暮らす地域の存続に危機感を持ち、地

体験！」「ローカル線・沿線をめぐる旅」「マグ女と乾杯 ほ
ろ酔い散歩」「海、山、温泉でパワーチャージ」「北前文化
と祭りで歴女な体験」に、計 34 のプログラムを準備した。
なお、平成 28、29 年度とも、敢えてJRの大規模キャンペー
ン終了後の10 ～ 11 月半ばに開催し、津軽海峡圏の継続
的な魅力発信に努めた。

域を未来に残していきたいという切実な思いを持った女性
達が一念発起し、「津軽海峡マグロ女子会」を結成。多種
多様な職業人の集団であり、総勢 80 名を超えているが、敢
えてリーダーは作らず、まずは行動を起こし議論を交わし
ながら、会のミッションや価値を見出し、活動に反映させ
ている。

平成 29 年 3月、北海道新幹線開業 1 周年のイベントで、セイカン博を PR

中核人材
島 康子

（青森側とりまとめ）
杉本 夏子

（北海道側とりまとめ）
総勢 80名を超えるマグ女の取りまと
め役は、青森県大間町のカラ元気女・
島康子と、北海道松前町の温泉旅館
矢野の若女将・杉本夏子。津軽海峡
をたくましく、しなやかに、華やかに
泳ぎ続けるマグロのように、観光まち
づくりにチャレンジし続けます。エイ
エイオー！

ンとして採用されたり、プログラムがきっかけとなり、海外か
らの視察や、モニターツアーが実施された。また、プログラ
ム協力店が、独自にサービス提供の仕方を工夫することによ
り、おもてなし度の向上や、プログラムの充実が図られ、セイ
カン博覧会終了後も年間を通して展開されるプログラムがで
きるなどの成果が見られた。

プロモーション

とは、外国人観光客を誘客する上での魅力にもなると考える。
また、会としての自立的な活動を継続させるため、収益を確保で
きる事業を模索したい。
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ポイント

取 組 の 概 要

課題とマネジメント体制

秋田県
北秋田市

秋田県小坂町
秋田県大館市

秋田県
上小阿仁村

秋田犬ツーリズム構成市町村の観光動向

H26年 H27年 H28年 H29年
※秋田県観光統計基礎数値

観光入込客数 宿泊者数（総数） 外国人宿泊者数

3,027千人

334千人

42百人

3,252千人 3,363千人 3,392千人

66百人

380千人 363千人

82百人

366千人

93百人

5-2-2

訪日プロモーションの戦略的高度化

秋田犬を活用した
観光地域振興

　 世界的に有名な「秋田犬」をキラーコンテンツ
とした情報発信

● 観光・物産での相乗効果を高めるため、地域
の枝豆を活用した商品開発や輸出

　 デジタルマーケティングの積極的な活用

秋田犬・ハチ公は世界的に有名だが、そのふるさとである秋田
県北部の知名度は低い。このことを克服するために、地域の素
晴らしい資源を発信しようと多くの地域住民が参加しキャン
ペーンを行った。思い切ったPR 動画を制作しYouTubeでの発
信をした。この動画によって国内外に向けて地域の観光資源
の知名度向上が図られるとともに、秋田犬を活用した観光へ
の取組について住民の関心や理解が大きく高まった。

インバウンドのターゲットである台湾を想定して動画を制作した
結果、台湾での再生数が 7 割を超えた（総再生数 125 万回）。こ
のおかげで、国内外に向けて地域の観光資源の知名度向上が図
られ、秋田犬を活用した観光への取組について、住民の関心や
理解が大きく高まった。この動きは県や市にも波及効果を与え、
秋田犬を活用した観光振興やプロモーションなどで連携が進ん
でいる。また観光施設や宿泊施設では誘客のために秋田犬を飼
育する所が増えている。

● 地方創生加速化交付金 ● 地方創生推進交付金

● �訪日観光の現状などについて学ぶセミナーや語学が堪能で
はなくてもできるインバウンドおもてなし研修等の開催

● �地域の事業者が参加したワークショップにより、地域版「指
差し会話帳」を作成

● �平成 30 年「やさしい日本語」による外国人旅行客受入プロ
グラムを進める予定

● �2020 年東京オリパラのタイ王国のホストタウン登録された
ことから、異文化教室などを開催

秋田犬ツーリズムに与えられた役割
　・ 住む人口は減っても、来る人口を増やす
　・ 地域の価値向上による観光の産業化
　・ 広域連携の強みを生かす
　・ 稼ぐ仕組みづくり
これらを達成するため、広域連携によりお互いの地域の強み
を伸ばし、周遊性を高めていく。函館と仙台を結ぶ周遊ルート
のひとつに当地域をしっかりと位置づけるため、キラーコンテ
ンツとして「秋田犬」を活用した取組を進めていく。

秋田犬人気は非常に高く、犬と会うために訪れる旅行客が増
加しているものの、受入体制や旅行商品作りが遅れている。
秋田犬は、非常に有効なコンテンツであることから、秋田県
と大館市が連携し、秋田犬と触れ合える施設「ハチ公の駅」

（仮称）を大 館駅前に、平成 31 年 4 月にオープンする予定で
事業が進められている。

大人気の
秋田犬ポスター。
関連グッズも販売中

Healthy/Veganで
ブランド化している
枝豆・大豆加工品

秋田犬ツーリズムが
公開したweb 動画の
一コマ

実施主体

一 般 社 団 法 人 秋 田 犬 ツ ー リ ズ ム

一
般
社
団
法
人 

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム

秋
田
県
大
館
市
上
代
野
字
稲
荷
台
一-

一

ニ
プ
ロ
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ド
ー
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ー
ク
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ン
タ
ー

TEL :
U

RL :
070-2020-3085
http://letsm

ofum
ofuakita.jp/

成 功 要 因

取 組 の 成 果

活 用 し た 支 援 策 や 資 金 調 達 方 法

外 国 人 観 光 客 へ の 対 応 今 後 の 展 望

失 敗 談 と そ の 対 応

定　

性

定　

量

世界的に認知度の高い「秋田犬」をキーワードに、このエリ
アならではの自然、産業遺産、食や文化を国内外にアピール
している。観光客の来訪や滞在促進を目指すエリアブラン
ドを確立し、函館と仙台をつなぐ広域周遊ルートでの存在
感を高めるため、秋田県北部 4市町村が（一社）秋田犬ツー
リズムを組織し、活動している。観光地としては認知度が低

この地域は、全国よりも早く少子高齢化が進展しているこ
とから、交流人口増加による地域経済の活性化と地域で
の仕事づくりが急務となっている。そのための方策として、
観光による交流人口を拡大するための取組に着手してい
る。行政、観光協会、民間事業者それぞれが観光振興に取
り組むことによって施策の漏れや重複が起こるなど、効果

かった当エリアだが、デジタルマーケティングを積極的に活
用し、秋田犬を使ったYouTube 動画は125 万再生を超え
た。この観光キャンペーンが地域の観光振興、インバウンド
増加に大きな影響を与えたとして、世界的な広告の業界賞
を3 つ受賞した。さらに、地域の枝豆を活用した商品開発・
ブランド化にも取り組んでおり、海外輸出も実現している。

的な取組ができておらず、また、地域経済の活性化に直結
する観光消費額に目を向けてこなかった。こういった課題
を解決するため、行政のノウハウやネットワークを持ちつつ、
民間のスピードで観光地域づくりをマネジメントする「秋田犬
ツーリズム」を設立。独立した組織として、様々なデータに
基づく取組に着手している。

外務省と連携して駐日外交官らに地域の魅力を発信するツアーを実施

プロモーション
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ポイント

取 組 の 概 要

課題とマネジメント体制

岐阜県八百津町

岐阜県
高山市

岐阜県白川村

福井県
敦賀市

石川県
金沢市

愛知県
名古屋市

◆高山市におけるイスラエル人延べ宿泊者数 ◆八百津町における杉原千畝記念館入館者数 ◆敦賀市における人道の港敦賀ムゼウムの
　イスラエル人入館者数

※出典：高山市観光統計、ヒアリング
但し、H25年はイスラエルを含む中東の値

※出典：杉原千畝記念館統計 ※出典：敦賀市

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度H25年 H26年 H27年 H28年 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

1,585人

1,198人

1,879人
2,005人

2,833人

5,631人

7,324人

10,504人

69人

269人

92人

157人

プロモーション

広域観光ルートの構築による
杉原千畝氏の人道的功績の
情報発信
インバウンド観光促進のための多様な魅力の対外発信強化

　 約 1,400 万人のユダヤ系民族という新しい
セグメントを対象

　 杉原千畝氏に縁のある地域と、その周辺の
外国人観光客の訪問特性に着目

● 県域を越えた自治体の連携

約 1,400 万人のユダヤ系民族という新しいセグメントを対象と
し、県域を越えた自治体連携により事業を実施していることが
挙げられる。また、イスラエルの旅行博の際には、在イスラエル
日本国大使館と連携をした出展をするなど、在外公館や関係
機関との協力体制により、イスラエル人を含むユダヤ系民族の
誘客に成功しつつある。

これまでに多くのメディアや関係機関から取材を受ける
など、日本国内外において協議会の取組が注目されてい
る。これらのメディア等に、県域を越えた自治体の広域連
携のインバウンド先進事例として紹介されることにより、
他自治体等のお手本となりつつある。

● 訪日プロモーション地方連携事業

協議会としては、各自治体及びモデルルートの紹介を掲載してい
るパンフレットをヘブライ語、英語で作成し、配布している。ま
た、自治体によっては独自にヘブライ語の地図やパンフレット
を作成、配布しているところもある。

旅行会社等プロフェッショナル向けの旅行博や商談会、ファムト
リップを実施してきた中で、徐々に協議会構成自治体の地域（一
部も含む）をツアー行程内に含めて販売する旅行会社も出てき
ている。今後は、現地メディアへのアプローチも進め、イスラエ
ル、北米において、杉原千畝氏の功績の認知度向上及び誘客活
動を推進していく。

県域を越えた自治体で構成されている協議会のため、頻繁に集
まって協議をすることが難しい状況である。対応としては、事務
局を中心に、協議会事業の相談等はもちろんのこと、各自治体
単独で杉原千畝氏に関連する事業がある場合は積極的にメー
ルを活用して情報（事業内容、写真、映像など）や意見を交換す
るようにしている。

Japan Week2017の
様子

旅行代理店招聘の
様子

実施主体

5-2-3

杉 原 千 畝 ル ート推 進 協 議 会

杉
原
千
畝
ル
ー
ト
推
進
協
議
会

（
事
務
局
）高
山
市
花
岡
町
二-

十
八

高
山
市
海
外
戦
略
部
海
外
戦
略
課

TEL :
0577-35-3346

成 功 要 因

取 組 の 成 果

活 用 し た 支 援 策 や 資 金 調 達 方 法

外 国 人 観 光 客 へ の 対 応 今 後 の 展 望

失 敗 談 と そ の 対 応

定　

性

定　

量

杉原千畝氏に縁のある岐阜県八百津町、福井県敦賀市、愛
知県名古屋市の3 地域及び、外国人観光客が多く訪れる岐
阜県高山市、白川村、石川県金沢市の3 地域の計 6自治体
で協議会を構成。約 1,400 万人のユダヤ系民族という新し
いセグメントを対象とした、杉原千畝氏の功績の認知度向
上及び誘客活動を展開している。

高山市が市内におけるイスラエル人宿泊者数の増加に着目
し、八百津町や敦賀市へのヒアリング調査の結果、その要
因として「杉原千畝氏に縁のある地域とその周辺の外国人
観光客が多く訪れる地域」の関係性を見出したことが最初
のきっかけである。その後、高山市から関係自治体（岐阜県

これまでにもイスラエルとアメリカから旅行代理店を招聘
したファムトリップを実施したり、イスラエル国際旅行博

（テルアビブ）や「JAPAN WEEK2017（ニューヨーク）」に出
展。また、杉原千畝ルートの PR パンフレットをヘブライ語、
英語で作成、配布するなど、様々な取組を行っている。

八百津町、白川村、福井県敦賀市、石川県金沢市）へ呼びか
け、平成 28 年 7月に「杉原千畝ルート推進協議会」を設立。
平成 29 年 4月には愛知県名古屋市が加盟した。事務局は
呼びかけを行った高山市が担当している。

IMTM2017 出展の様子
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